















あります。What is the Proprium of Humanities? というのは、ヒューマニ
ティーズすなわち「『人文科学科』に固有なものとは何か」、という意味で
もあります。人文科学科は、「人文学」と称した方がよかったかもしれませ
んが、英語では Humanities であって、Human Sciences ではありません。


















































































1) キケロー「ピリッピカ」 (『キケロー選集』 3) 小川正廣・岸本英世・城江良和訳 (岩波書
店、1999年) 所収、396頁。「誰でも過ちは犯すものだ。その過ちに固執するのは、愚
か者のすることだ。」 (cuiusvis hominis est errare, nullius nisi insipientis in errore 
perseverare.)
2) “errare humanum est perseverare diabolicum” は、Ernst Lautenbach, Latein-Deutsch, 
Zitaten-Lexikon: Quellennachweise (Münster: Lit-Verlag, 2002) によれば、セネカ「倫理書




























4) Alexander Pope, An Essay on Criticism, Part II, lines 322-325.
























































7) Julian of Norwich, Revelations of Divine Love, translated by Elizabeth Spearing (London: 

























8) トマス・アクィナス『神学大全』 (45) 稲垣良典訳 (創文社、2007年)、III-86-2.





























11) フリードリヒ・ニーチェ『道徳の系譜』 (『ニーチェ全集』 11) 信太正三訳 (筑摩書房、
1993年) 所収、396頁。



























13) ディートリヒ・ボンヘッファー『キリストに従う』 (『ボンヘッファー選集』 3 ) 森平太
訳 (新教出版社、1966年) 所収、13-95頁。
























15) Quoted by Howard Zehr in “Restoring Justice,” Lisa Barnes Lampman and Michelle D. 
Shattuck, ed., God and the Victim: Theological Reflections on Evil, Victimization, Justice, and 
Forgiveness (Grand Rapids, Michigan: William B. Eerdmans Publishing Company, 1999), 155.
16) V．ジャンケレヴィッチ「われわれは許しを乞う言葉を聞いたか？」吉田はるみ訳『現
代思想』 (2000年11月号) 所収、80頁。



























18) デリダ「世紀と赦し」、93, 95, 99頁。
19) Miroslav Volf, “Forgiveness, Reconciliation, & Justice: A Christian Contribution to a 








































と」(Of more than human or ordinary excellence; pre-eminently gifted; in 
the highest degree excellent) あるいは「飛び抜けて優れていること」
(extraordinarily good or great) などの意味があります。同辞典を見る限り、
この用法は十六世紀以来のものです。そこに挙げられた用例では、十九世
紀の例ではオルコットが「人間の足」について “divine” と言っていますし 
(Your foot is perfectly divine in that boot.)、二十世紀には「水着」について
言われています (I've just bought a divine swim suit.)。どちらの用例も、明
らかに神ではないもののことです。何でもそのカテゴリーの中で「飛び抜
けて素晴らしいもの」を “divine” というわけです 22)。
　興味深いことに、OEDはカルヴァンの神学書『キリスト教綱要』の英訳 
(1561年) を用例の一つに挙げています。そこでも、「非常な卓越性をもっ


































































25) Andrew Sung Park, The Wounded Heart of God: The Asian Concept of Han and the Christian 

























26) 詳細な解説は、森本あんり『アジア神学講義』 (創文社、2004年) 、第1章を参照。
27) United States House of Representatives House Resolution 121 (July 31, 2007)


















































































































28) Jesse Kornbluth, “The Woman Who Beat the Klan,” New York Times, November 1, 1987. 


























　長い告白でした。被告席でくずおれた彼が、“Please forgive me.” と言っ
た時、この年老いた黒人の母親は何と言ったでしょうか。無惨に自分の愛
する子を殺された彼女です。椅子を少し揺らしながら、彼女はゆっくりと
答えます。“I have already forgiven you.”29)









































facto” の平和を、権利と正当性をもった “de jure” の平和へと貫徹させるの
が平和条約でしょう。この類比からすると、ゆるしもまた、先行する “de 












30) 別の報道では、この母親 (Mrs. Beulah Mae Donald) のゆるしの言葉は “I forgave you a 
long time ago.” となっている。Tom Smith, “Klan’s Violent History Traced: Beaulah 
Mae Donald v. United Klans of America Inc. et al: 1987.” いずれの表現でも、過去性は
明らかである。







































る。それはちょうど、戦争の終結によってもたらされた事実上 de facto の
平和状態に、平和条約の締結が法律上の de iure 正当性を付与してこれを
追認するのに等しい。だからゆるしは過去形ないし完了形で語られるので
ある。ゆるしは、この意味で再解釈すると、「あらかじめ与えること」
(fore-give) である。「過去を変える力」として、人間にこのようなゆるしの
可能性がなお残されているという事実に、「神の像」たる人間に固有の本来
的な自由と尊厳 (proprium) がある。
